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１号様式               記録者 事務局次長兼議事調査係長 髙橋 美樹 

  

 

総務、産業、建設常任委員会記録 

                        

招 集 年 月 日 平成３１年１月１１日（金） 

招 集 の 場 所 議員控室 

開 会 午前９時２７分 

出 席 者 委員長     鈴木 宏通 

副委員長   山岸 三男 

委員      吉田 眞悦 

委員      吉田 二郎 

委員      佐野 善弘 

委員      櫻井 功紀 

委員      千葉 一男 

 

議長      大橋 昭太郎 

欠 席 者 なし 

職務のため出

席した者の職

氏 名 

 

議会事務局次長兼議事調査係長 髙橋 美樹 

 

協 議 事 項 ・定住化促進について 

 （政策提言に向けて） 

そ の 他  

閉 会 午前１１時３７分 
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２号様式  協議の経過  

鈴木宏通委員長 

 

それでは、第 17 回総務、産業、建設常任委員会をこれから始めたい
と思います。座らせて進めたいと思います。 
本日の常任委員会ですが、これからの政策提言に向けて皆様の御意見

をいただきながらまとめたいと思いますので、よろしくお願いを申し上

げます。では、座らせて進めさせていただきます。 
本委員会は全員出席ですので、委員会は成立しております。 
まずはじめに、本日の協議事項でございますが「政策提言に向けて」

について、これから協議を始めたいと思います。皆様のお手元には報告

書としまして、資料をお配りしております。この中で、まずは訂正する

ところがありまして、表紙の日付ですが、これは提出月日になりますが、

この日付はこれから流動的になります。開いていただきまして、一番下

の開催日の１月 14日は１月 11日に訂正をお願いします。 
これより休憩をとって皆さんにいろいろと意見をいただきたいと思

いますので、休憩いたします。 
 休憩 午前 ９時３０分 

再開 午後１１時２５分 
鈴木宏通委員長 

 

再開いたします。 
ただいま、いろいろと御協議をいただき切磋いたしましたので、それ

を整理した資料をお手元にお配りしております。御確認をお願いいたし

ます。総務、産業、建設常任委員会報告書。１．政策研究に関する事項 

「定住化促進について」。２．目的、人口減少化が進むことにより、宅地、

田畑等の荒廃や、集落機能が低下することなどが懸念される。対策とし

て、町の定住化促進事業による定住化施策を踏まえ、情報の収集、提供

の仕方、空き家の利活用、今後必要とされる支援や施策等、定住化促進

に向けた方策について検討し、移住・交流、地域の関わりを推進する今

後の町の進め方に政策提言を行う。３．経過でございます。４．政策の

提言に向けて、常任委員会において、本町及び近隣自治体の取組を分析

し、所管事務調査における先進地事例の調査研修を行い、研究討議を深

めた結果、以下のとおり提言する。 
（１）町の自然や環境、施策、子育て支援等総合的なＰＲ資料と情報発

信をさらに行う必要がある。 
① 町内外の方に美里町の地域情報の周知を図りながら、定住化等のＰ

Ｒや方策をより進めていく。 
② 人材交流の起点として人と人とのつながりによる情報の収集・発信

などを、定住促進に活かしていく。 
（２）移住・交流サポートセンター等の定住化に向けた組織の設置を今

後検討する必要がある。 
①定住・定着を推進するための組織を設置し、空き家バンクの運営、田

舎暮らし体験住宅の運営、移住者交流会の開催や移住希望者の町内案内

をする事業等を展開するべきである。 
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②「移住サポート事業助成金」を設け、移住を目的として町外から住居、

仕事を探しに来る人に交通費、宿泊費の一部を助成し、意欲ある移住を

考える人たちへの細かなサポートをしていく。 
（３）地域おこし協力隊の活動効果が大きい。確たる目的を持ち、その

事業活動を推進する計画を充分に検討し取り組む必要がある。 
①地域おこし協力隊は一定期間、地域に居住して地域ブランドや地場産

品の開発、販売、ＰＲ等の地域おこしの支援や農林水産業への従事、住

民の生活支援など地域支援活動を行いながら地域への定住、定着を図る

取組であり、その事業効果は大きい。 
②事業活用に当たり、その目的を明確にして事業計画を立て、受け入れ

る地域住民、協力隊員相互のマッチングを図り、日常活動、定住化に結

び付けていくコーディネートが必要である。 
（４）本町の交流人口や応援隊的な人たちを増やす工夫が必要である。 
①情報交換や町のＰＲ活動に協力を受け、「つながる」、「力を出し合う」、

「故郷に貢献する」を基本に、イベント等を活用しながら交流人口の増

加と町の応援者としての協力体制を築いていくことが必要である。 
（５）移住者だけではなく、住民の流出を少なくする応援体制の構築を

図る。 
①住宅補助、子育て支援、企業などの連携等をより進める。 
②担当課だけではなく、各課にわたる横断的な連携、施策の構築等の取

組を進める。 
③若者をはじめとする住民が住みやすく活躍するまちをつくるとする

「次世代の定住促進」を掲げ、官民一体となり、まちづくり、ひとづく

り、地域づくりを進めていく必要がある。このようにいたします。 
よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

 それでは、表紙の日付のことですが、１月会議を目途に提出するので

あれば、通年議会でありますので１月中であれば、本日付でもかまわな

い。その確認を皆さんにお諮りをしたいと思います。本日付で議長に提

出してよろしいですか。（「はい」の声あり）では、そのようにします。 
 本日、政策提言に向けてのまとめということで会議をいたしました。

皆さんに御審議をいただきましたとおりまとめることができましたの

で、御協力に感謝を申し上げて会議を終了させていただきますが、よろ

しいいでしょうか。（「はい」の声あり） 
では、副委員長お願いいたします。 

山岸三男副委員長 大変御苦労さまで、慎重審議をいただきありがとうございました。こ

れで、常任委員会の政策提言は完全終了ですけれども、提出された先で

どのように生かされるのか、それを期待したいと思います。 
本日は御苦労さまでした。 

 閉会 
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 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

平成３１年１月１１日 

 

総務、産業、建設常任委員会 

 

委員長 


